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1945 年 8 月 9 日、長崎市に投下された原子爆弾被害を受けた遺構である、長崎県防空本部跡の被爆か
ら現代に至る時系列の経緯を整理し、そこに「記憶」がどのように結びついているのか考えるもの。 
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岩崎絹子さん（当時 17 歳、女子挺身隊） 
































































































図 1 「救護所へ向う負傷者」 筆・森 毅 氏 
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